
令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査について(結果のポイント）

【⽬的】
⼩学校学習指導要領の次期改訂に資するため、今次改訂の改善事項を中⼼に、各教科等の⽬標や内容に照らした児童の学習の実現状況について調
査研究を⾏い、検討の基礎となる客観的データ等を得るとともに、教育課程の基準に係る課題の有無及びその内容等を検証・総括する。

【時期、対象学年及び教科等】
〇調査時期：令和５年２⽉６⽇（⽉）から令和５年３⽉３⽇（⾦）
〇調査対象：公⽴⼩学校 1,170校（義務教育学校前期課程含む） ※全学校の約7.1％、無作為抽出

実施児童数（延べ） 120,378⼈
〇内容 ：各教科で、①今回の改訂の基本⽅針に関する事項、②各教科等の主な改善事項（今回の改訂で新設された事項、学年及び学校種を超

えて移⾏した事項）、③従来、課題とされている事項の視点に基づくペーパーテスト調査を実施するとともに、⼀部教科で実技調査
を実施。あわせて、児童、教師、学校⻑を対象とした質問調査を実施。
（教師、学校⻑については、オンライン形式にて実施。）

・ペーパーテスト調査：第３〜６学年 国語、社会、算数、理科、⾳楽、図画⼯作、家庭、体育（運動領域、保健領域）、外国語（英語）
・質問調査（学校）（児童、教師）：第２〜６学年 ⽣活、特別の教科道徳、総合的な学習の時間、特別活動、外国語活動
・実技調査：第６学年 図画⼯作、家庭、体育（運動領域）、外国語（英語）

調査の概要

教育課程全体に係る質問調査
◯主体的・対話的で深い学びや、資質能⼒の３つの柱、⾒⽅・考え⽅などの学習指導要領が提唱する基本的な考え⽅については、現場
の教育課程や学習指導の改善等に良い効果を与えたとの回答が多く⾒られる。

◯学習指導要領の趣旨実現を妨げる要素としては、多忙化や⼈員確保、研修時間の確保などの回答が多い。
◯標準授業時数について、教育課程編成に係る学校の裁量を広げることについては、多くの学校が賛成。年間授業時数を確保した上で、
教科間の授業時数の調整を可能とするような取組を⾏ってみたいとする学校が多い。

⽣活、特別の教科 道徳、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動の質問調査の結果から
〇質問調査では、学習状況や学校⽣活等について概ね肯定的な回答が多く⾒られるが、同様の趣旨の項⽬において、教師の認
識と児童の受け⽌めに差があるなど、課題が⼀部で⾒られる。

各教科のペーパーテスト調査の結果から
○「知識・技能」について、事実的な「知識」は⼀定程度の定着が⾒られるものもある⼀⽅、「知識」の概念としての習得や、習得した「知識」
を⽇常⽣活に当てはめたり、現実の事象と関連づけて理解することには⼀部に課題があると考えられる。

○「思考⼒・判断⼒・表現⼒等の育成」の観点から、例えば児童が具体的な問いを⾒いだす点等については、定着が⾒られるものもあると考えら
れる⼀⽅、⽬的に応じた課題解決、⾃分の考えや根拠を明確に説明するといった点については、課題があると考えられる。

（主なポイント）
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ペーパーテスト調査等の概要

令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査について（ペーパーテスト調査等）

● 調査実施校：⼩学校 1,170 校 実施児童数 120,378⼈（延べ数）

※１教科１問当たり、3,000⼈程度の調査結果を得ることができるよう、調査対象を無作為抽出した。

● データを⾒るにあたって
〇「１．主な改訂のポイント」「２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題」「３．２の成果と
課題を踏まえた改善の⽅向性」「４．調査問題例」の４構成と「４」に対応する問題を別紙（問題例）で添付。

〇「２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題」中の⾚字部分は「相当数の児童ができている」
もの、⻘字部分は「課題があると考えられる」もので、下線が付されているものは、「４．調査問題例」及び別紙
において問題例（質問項⽬例）が⽰されている。

※実技調査については、対象教科（図画⼯作、家庭、体育（運動領域）、外国語（英語）のペーパーテスト調査を実
施する抽出校の中から調査を実施する学校を抽出。（１教科当たり350⼈程度：10校程度））



「差異点や共通点が明らかな状況において、問題を⾒いだし、
その問題を選択すること」の問題例（別紙１参照）

〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、「問題解決の活動を充実」させた。
〇「問題解決の⼒の育成」に関連し、動物の発⽣や成⻑について、差異点
や共通点が明らかな状況において、問題を⾒いだし、その問題を選択す
ることについて問う問題を出題。第５学年【通過率 87.9％】

「得られた結果から、より妥当な考えをつくりだし、その考え
を選択すること」の問題例（別紙２参照）

〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、「問題解決の活動を充実」させた。
〇「問題解決の⼒の育成」に関連し、燃焼の仕組みについて、得られた結
果から、より妥当な考えをつくりだし、その考えを選択することについ
て問う問題を出題。第６学年【通過率 83.2％】

令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（理科）

「差異点や共通点が明らかな状況において、問題を⾒いだし、
その問題を表現すること」の問題例（別紙３参照）

〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、「問題解決の活動を充実」させた。
〇「問題解決の⼒の育成」に関連し、電流の働きについて、差異点や共通
点が明らかな状況において、問題を⾒いだし、その問題を表現すること
について問う問題（各学年共通問題）を出題。
第３学年【通過率 30.0％】第４学年【通過率 44.2％】
第５学年【通過率 44.2％】第６学年【通過率 49.8％】

「習得した知識を⽇常⽣活との関わりの中で捉え直すこと」の
問題例（別紙４参照）

〇今回の学習指導要領の改訂に当たり、「⽇常⽣活や社会との関連を重
視」した。

〇「知識及び技能の習得」に関連し、電流の働きについて、習得した知識
を⽇常⽣活との関わりの中で捉え直すことについて問う問題を出題。
第４学年【通過率 41.3％】

〇理科で育成を⽬指す資質・能⼒を育む観点から、⾃然に親しみ、⾒通しを
もって観察、実験などを⾏い、その結果を基に考察し、結論を導きだすな
どの問題解決の活動を充実

〇理科を学ぶことの意義や有⽤性の実感及び理科への関⼼を⾼める観点から
⽇常⽣活や社会との関連を重視

１．平成29年学習指導要領の改訂のポイント

○指導上の改善点
・問題解決の過程を通じた学習活動を重視し、個々の児童が問題を科学的
に解決できるよう、指導の充実を図る。

・学習したことを⾃然の事物・現象や⽇常⽣活に当てはめ、理解を深めた
り、役⽴っていることを捉えたりする活動を重視し、理科を学ぶことの
意義や有⽤性を感じられるよう、指導の充実を図る。

３．２の成果と課題を踏まえた改善の⽅向性

４．調査問題例（ペーパーテスト ⼩学校/理科）

〇差異点や共通点が明らかな状況において、問題を⾒いだし、その問題を選
択することや得られた結果から、より妥当な考えをつくりだし、その考え
を選択することについては、相当数の児童ができている設問がある。

〇差異点や共通点が明らかな状況において、問題を⾒いだし、その問題を表
現することについては、課題があると考えられるが、学年が上がるにつれ
て通過率が上がる傾向にある。また、複数の要因についてその影響を調べ
る状況において、条件を制御しながら解決の⽅法を発想し、その解決の⽅
法を選択すること、習得した知識を⽇常⽣活との関わりの中で捉え直すこ
とについては、課題があると考えられる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント



「差異点や共通点が明らかな状況において、問題を⾒いだし、その問題を選択すること」の問題例

別紙１（問題例）

【通過率 87.9％】 ２

理科 第５学年 動物の発⽣や成⻑について、差異点や共通点が明らかな状況において、問題を⾒いだし、その問題を選択することについて問う問題
○メダカの卵や胎児の様⼦に着⽬して、それらを時間の経過で⽐較することで捉えた差異点や共通点を基に、問題を⾒いだすことを問う問題
この問題から、問題解決の⼒（思考⼒、判断⼒、表現⼒等）の育成の状況についてみる。
・問題を⾒いだすには、⾃然の事物・現象を⽐較し、差異点や共通点を明らかにし、それらを捉えることが必要。



別紙２（問題例）

「得られた結果から、より妥当な考えをつくりだし、その考えを選択すること」の問題例

理科 第６学年 燃焼の仕組みについて、得られた結果から、より妥当な考えをつくりだし、その考えを選択することについて問う問題
○物が燃えるときの空気の変化に着⽬して、物が燃える前と物が燃えた後での空気の性質について、得られた結果から、より妥当な考えをつくりだすことを問う問題
この問題から、問題解決の⼒（思考⼒、判断⼒、表現⼒等）の育成の状況についてみる。
・より妥当な考えをつくりだすには、⾃然の事物・現象を多⾯的に考え、複数の観察、実験などから得られた結果を基に考察することが必要。

３【通過率 83.2％】



第３学年【通過率 30.0％】
第４学年【通過率 44.2％】
第５学年【通過率 44.2％】
第６学年【通過率 49.8％】

別紙３（問題例）

「差異点や共通点が明らかな状況において、問題を⾒いだし、その問題を表現すること」の問題例

理科 第３・４・５・６学年 電流の働きについて、差異点や共通点が明らかな状況において、問題を⾒いだし、その問題を表現することについて問う問題
○乾電池につないだ物の様⼦に着⽬して、つなぎ⽅と⾖電球の明るさとを⽐較することで捉えられた差異点や共通点を基に、問題を⾒いだし、表現することを問う問題
（第３学年から第６学年まで共通で出題）
この問題から、問題解決の⼒（思考⼒、判断⼒、表現⼒等）の育成の状況についてみる。
・問題を⾒いだし、表現するには、⾃然の事物・現象を⽐較し、その差異点や共通点を明らかにし、それらを捉え、⾒いだした問題について意⾒交換や議論したり、ノートやICT端末に
表現したりすることが必要。

正答例
・豆電球の数によって、豆電球の明るさはどのように変わるのだろうか。
・豆電球をより明るくするには、どのようなつなぎ方にすればよいのだろうか。
・何度やっても正子さんのつなぎ方は、豆電球が明るくなるのだろうか。



別紙４（問題例）

「習得した知識を⽇常⽣活との関わりの中で捉え直すこと」の問題例

理科 第４学年 電流の働きについて、習得した知識を⽇常⽣活との関わりの中で捉え直すことについて問う問題
○乾電池のつなぎ⽅を変えると電流の⼤きさが変わることについて、⽇常⽣活との関わりの中で捉え直すことを問う問題
この問題から、知識の習得の状況についてみる。
・習得した知識を⽇常⽣活との関わりの中で捉え直すには、⾃然の事物・現象についてのイメージや素朴な概念などを、既習の内容や⽣活経験、観察、実験
などの結果から導きだした結論と意味付けたり、関係付けたりして、より妥当性の⾼いものに更新していくことが必要。

正答例

直列つなぎ
【通過率 41.3％】


